
理論と解析の背景
　主桁を並列した鋼単純桁の設計では、幅員方向の横桁の剛性を考えて、複数の主桁が協
力して活荷重を分担する効果を計算します。これを、単純な(1,0)分配に対して格子分配
と言います。レオンハルト(F.Leonhardt,1909-1999)が1950年初頭に発表した論文が元に
なっていて、理論仮定、記号などの使い方は、その論文を踏襲して設計に応用しています。
格子桁構造は不静定構造ですので、正直に取り組むと次数の多い連立方程式を解かなけれ
ばなりません。論文が発表された時代は、コンピュータの利用ができませんでしたので、
巧妙な方法で分配係数を計算する数表を使いました。現在はパソコンが利用できますし、
とりわけ、エクセルには逆マトリックスの計算が関数として利用できるようになりました
ので、分配係数の計算法をエクセルが活用できるようにまとめることにしました。

力学モデル
　格子桁の解析モデルは、横桁に注目し、この横桁が複数の等間隔バネ支承で支えられた
連続梁とします。基本的な単純格子桁構造は、主桁支間の中央に１本の分配横桁を配置し
たものです。横桁に対して、主桁の作用をバネ支承に置き換えることができます。この場

合のバネ係数ｃは、主桁中央に単位荷重Pが作用したときの撓み（PL3/48EJH)の逆数です。
横桁上を単位荷重Pが移動するとして、バネ支承の反力X（上向き）を求めます。実用計算
は、I番目の支承上にP=1が作用したとき、Ｊ番目の支承反力ＸJをｑJIと表し、これを分配

係数として求めて利用します。

横桁は力学的に連続梁とする

外力は主桁位置に載せる
横桁へは、主桁からの反力
を上向きの力で考える

両端単純支持の曲げ変形と
両端の撓みによる
直線状の変位を加算する

格子剛度
　分配の性質は、横桁の曲げ剛性EJQとバネ係数ｃとの比に関係します。３本主桁で、主

桁間隔がａの格子桁構造を考えるとき、横桁の撓みは、支間２ａの単純梁の変形ですので、

この剛性を 48EJQ/(2a)
3のバネと考えます。主桁作用のバネ係数との比を格子剛度と言い、

記号ｚで表します。式は (EJQ/EJH)(L/2a)
3 です。この係数は、分配横桁を主桁支間の中

央に一本配置するとしたときです。複数の横桁を考慮するときは、横桁の寄与率が主桁支
間方向に正弦(sin)波形になるとします。例えば主桁支間の４等分点に横桁を入れるとき、
格子剛度を2.4倍にします。ｚ＝０の場合は、結果的に(1,0)分配になります。ｚが十分に
大きいときは、橋の幅員方向に曲げが起きません。この状態の分配計算は、マトリックス
を扱うまでもなく、簡単に計算できます。ただし、この概要説明の後の方で、ｚの値が無
限大と仮定できる場合のマトリックスの計算式も示しました。

格子桁の分配係数の計算（デモ版）



耳桁の剛性の考慮
　分配係数の計算条件は、主桁本数ｎ、格子剛度ｚです。通常の並列鋼桁橋では、主桁は

断面を大きくすることがあります。最近の桁橋では、上下線を別橋梁とすることがあり、
また、防音壁などの敷設が片側に有る、など、左右耳桁で剛性が異なる場合にも対応する
計算が必要になりました。これは、中央部分の主桁に対して、曲げ合成がj1,jn倍であると

して入力条件に加えます。バネ支承で支持された連続梁の計算では、両端で単純支持にし
た静定基本形状態での撓みの影響値をあらかじめ準備しなければなりません。これは別の
エクセル版ソフト「単純梁影響線.xls」にある計算表を参照します。
　
弾性条件
　構造解析は、変形を考える弾性条件と力の釣合条件を考えます。これをマトリックスの
形にまとめます。まず、横桁を、両端で単純支持された梁としての変形式を考えます。両
端の撓みをδ1=δn=0とし、外力の荷重として、P 2～P n-1反力X 2～X n-1を考えます。１番目と

ｎ番目を扱いませんが、後の式と合わせるように、ｎ×ｎのマトリックスにまとめます。
具体的に説明する撓み式(1)以降は、ｎ=7の場合で例示します。５×５の数値は、６パネル
分割の単純梁の撓みの影響値を「単純梁影響線.xls」からコピーしたものです。

…(1)

　上で説明した単純梁は、支点１とｎとで支持されています。どちらもバネ支承になって
いますので、この間を直線で結んだ位置を、格点ごとにεで求めます（式2）。

…(2)

　上の式中のｊ 1、ｊ 7は、耳桁の曲げ剛性が、中間の主桁よりもｊ倍おおきいことを表し

ます。Ｘは、この撓みに比例したバネの反力です。全体の変形は、格点ごとに（δ＋ε）
です。この関係を式(3)に示します。

…(3)

すべて同じ断面を使います。しかし、分配の効率を上げる場合、耳桁（幅員端側の桁）の



力の釣合条件
　力の釣合条件は、∑Ｖ＝∑Ｍ＝０の二つです。式としては二つですが、変数の数に合わ
せるように、０の計算をするマトリックス成分を並べて表示しました（式4)。

…(4)

連立方程式
　式(1)～(4)をまとめて、Pを定数項とし、Xを未知数とする連立方程式を求めます。

…(5)

　式(5)は、Ｘを未知数とする連立一次方程式です。左辺のマトリックスの逆マトリックス
を求めて、右辺の定数項のマトリックスを計算することで、任意のＰの荷重状態の解が得
られます。解の形式は、下の式(6)のように表します。

…(6)

　右辺のマトリックスの行方向の成分は、Ｘの影響値です。列方向の成分は、或る外力の
作用状態のときの反力の分布状態を表します。



ｚ＝∞の場合の連立方程式
　横桁の曲げ剛性が十分に大きくなると、横桁の変形がありませんので、式(1)のδを０
と置いて、連立方程式を求めます。

…(7)

作業用シートの解説
　実用することを考えて、主桁本数別に独立した計算用シートを準備しました。ユーザは、
格子剛度ｚと、耳桁の剛比ｊを入力するだけです。最初の計算値は、デフォルト値として、
ｚ＝10、ｊ１＝1、ｊｎ＝１としてあります。

　分配係数の計算結果はマトリクス[Ｔ４]です。この行の成分が、影響線の値です。列の

成分が、Ｐ＝１の単位荷重が作用するときの、格点の反力分布を表します。計算結果を
確認するため、行成分と列成分の和(sum check)を計算してあります。列ごとの和は１に
なります。行ごとの和は、耳桁の剛性が１でなければ、１にはなりません。



主桁３本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ３＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

2 1 0
0 2 0
0 1 2

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

2 1 0
-10 22 -10
0 1 2

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.4219 -0.0156 -0.0781
0.1563 0.0313 0.1563
-0.0781 -0.0156 0.4219

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.8438 0.3125 -0.1563 1.0000
0.3125 0.3750 0.3125 1.0000
-0.1563 0.3125 0.8438 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 3.0000

格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

2 1 0
0 0 0
0 1 2

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

2 1 0
-1 2 -1
0 1 2

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.4167 -0.1667 -0.0833
0.1667 0.3333 0.1667
-0.0833 -0.1667 0.4167

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.8333 0.3333 -0.1667 1.0000
0.3333 0.3333 0.3333 1.0000
-0.1667 0.3333 0.8333 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 3.0000



主桁４本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ４＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

3 2 1 0
0 8 7 0
0 7 8 0
0 1 2 3

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

3 2 1 0
-20.0000 38 7 -10.0000
-10.0000 7 38 -20.0000

0 1 2 3

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.2505 -0.0115 -0.0018 -0.0505
0.1152 0.0212 -0.0079 0.0181
0.0181 -0.0079 0.0212 0.1152
-0.0505 -0.0018 -0.0115 0.2505

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.7515 0.3456 0.0544 -0.1515 1.0000
0.3456 0.3631 0.2369 0.0544 1.0000
0.0544 0.2369 0.3631 0.3456 1.0000
-0.1515 0.0544 0.3456 0.7515 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 4.0000



格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

3 2 1 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 1 2 3

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

3 2 1 0
-2.0000 3 0 -1.0000
-1.0000 0 3 -2.0000

0 1 2 3

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.2333 -0.1333 -0.0333 -0.0667
0.1333 0.2333 -0.0667 0.0333
0.0333 -0.0667 0.2333 0.1333
-0.0667 -0.0333 -0.1333 0.2333

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.7000 0.4000 0.1000 -0.2000 1.0000
0.4000 0.3000 0.2000 0.1000 1.0000
0.1000 0.2000 0.3000 0.4000 1.0000
-0.2000 0.1000 0.4000 0.7000 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 4.0000



主桁５本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ５＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

4 3 2 1 0
0 18 22 14 0
0 22 32 22 0
0 14 22 18 0
0 1 2 3 4

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

4 3 2 1 0
-30.0000 58 22 14 -10.0000
-20.0000 22 72 22 -20.0000
-10.0000 14 22 58 -30.0000

0 1 2 3 4

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1796 -0.0083 -0.0021 0.0009 -0.0241
0.0832 0.0160 -0.0062 -0.0025 -0.0094
0.0207 -0.0062 0.0165 -0.0062 0.0207
-0.0094 -0.0025 -0.0062 0.0160 0.0832
-0.0241 0.0009 -0.0021 -0.0083 0.1796

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.7185 0.3328 0.0826 -0.0376 -0.0963 1.0000
0.3328 0.3581 0.2479 0.0988 -0.0376 1.0000
0.0826 0.2479 0.3388 0.2479 0.0826 1.0000
-0.0376 0.0988 0.2479 0.3581 0.3328 1.0000
-0.0963 -0.0376 0.0826 0.3328 0.7185 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 5.0000



格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

4 3 2 1 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 1 2 3 4

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

4 3 2 1 0
-3.0000 4 0 0 -1.0000
-2.0000 0 4 0 -2.0000
-1.0000 0 0 4 -3.0000

0 1 2 3 4

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1500 -0.1000 -0.0500 0.0000 -0.0500
0.1000 0.1750 -0.0500 -0.0250 0.0000
0.0500 -0.0500 0.2000 -0.0500 0.0500
0.0000 -0.0250 -0.0500 0.1750 0.1000
-0.0500 0.0000 -0.0500 -0.1000 0.1500

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.6000 0.4000 0.2000 0.0000 -0.2000 1.0000
0.4000 0.3000 0.2000 0.1000 0.0000 1.0000
0.2000 0.2000 0.2000 0.2000 0.2000 1.0000
0.0000 0.1000 0.2000 0.3000 0.4000 1.0000
-0.2000 0.0000 0.2000 0.4000 0.6000 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 5.0000



主桁６本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ６＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

5 4 3 2 1 0
0 32 45 40 23 0
0 45 72 68 40 0
0 40 68 72 45 0
0 23 40 45 32 0
0 1 2 3 4 5

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

5 4 3 2 1 0
-40.0000 82 45 40 23 -10.0000
-30.0000 45 122 68 40 -20.0000
-20.0000 40 68 122 45 -30.0000
-10.0000 23 40 45 82 -40.0000

0 1 2 3 4 5

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1425 -0.0065 -0.0016 0.0005 0.0010 -0.0084
0.0651 0.0130 -0.0049 -0.0022 -0.0004 -0.0098
0.0158 -0.0049 0.0133 -0.0051 -0.0022 -0.0052
-0.0052 -0.0022 -0.0051 0.0133 -0.0049 0.0158
-0.0098 -0.0004 -0.0022 -0.0049 0.0130 0.0651
-0.0084 0.0010 0.0005 -0.0016 -0.0065 0.1425

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.7124 0.3256 0.0788 -0.0261 -0.0490 -0.0418 1.0000
0.3256 0.3497 0.2435 0.1122 0.0178 -0.0490 1.0000
0.0788 0.2435 0.3365 0.2551 0.1122 -0.0261 1.0000
-0.0261 0.1122 0.2551 0.3365 0.2435 0.0788 1.0000
-0.0490 0.0178 0.1122 0.2435 0.3497 0.3256 1.0000
-0.0418 -0.0490 -0.0261 0.0788 0.3256 0.7124 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 6.0000



格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

5 4 3 2 1 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 1 2 3 4 5

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

5 4 3 2 1 0
-4.0000 5 0 0 0 -1.0000
-3.0000 0 5 0 0 -2.0000
-2.0000 0 0 5 0 -3.0000
-1.0000 0 0 0 5 -4.0000

0 1 2 3 4 5

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1048 -0.0762 -0.0476 -0.0190 0.0095 -0.0381
0.0762 0.1410 -0.0419 -0.0248 -0.0076 -0.0095
0.0476 -0.0419 0.1638 -0.0305 -0.0248 0.0190
0.0190 -0.0248 -0.0305 0.1638 -0.0419 0.0476
-0.0095 -0.0076 -0.0248 -0.0419 0.1410 0.0762
-0.0381 0.0095 -0.0190 -0.0476 -0.0762 0.1048

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果 sum check

0.5238 0.3810 0.2381 0.0952 -0.0476 -0.1905 1.0000
0.3810 0.2952 0.2095 0.1238 0.0381 -0.0476 1.0000
0.2381 0.2095 0.1810 0.1524 0.1238 0.0952 1.0000
0.0952 0.1238 0.1524 0.1810 0.2095 0.2381 1.0000
-0.0476 0.0381 0.1238 0.2095 0.2952 0.3810 1.0000
-0.1905 -0.0476 0.0952 0.2381 0.3810 0.5238 1.0000
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 6.0000



主桁７本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ７＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

6 5 4 3 2 1 0
0 50 76 78 62 34 0
0 76 128 138 112 62 0
0 78 138 162 138 78 0
0 62 112 138 128 76 0
0 34 62 78 76 50 0
0 1 2 3 4 5 6

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

6 5 4 3 2 1 0
-50.0000 110 76 78 62 34 -10.0000
-40.0000 76 188 138 112 62 -20.0000
-30.0000 78 138 222 138 78 -30.0000
-20.0000 62 112 138 188 76 -40.0000
-10.0000 34 62 78 76 110 -50.0000
0 1 2 3 4 5 6

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1187 -0.0054 -0.0013 0.0004 0.0008 0.0005 -0.0015
0.0541 0.0109 -0.0040 -0.0018 -0.0004 0.0002 -0.0053
0.0129 -0.0040 0.0112 -0.0042 -0.0021 -0.0004 -0.0078
-0.0045 -0.0018 -0.0042 0.0111 -0.0042 -0.0018 -0.0045
-0.0078 -0.0004 -0.0021 -0.0042 0.0112 -0.0040 0.0129
-0.0053 0.0002 -0.0004 -0.0018 -0.0040 0.0109 0.0541
-0.0015 0.0005 0.0008 0.0004 -0.0013 -0.0054 0.1187

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果

0.7122 0.3247 0.0774 -0.0270 -0.0466 -0.0319 -0.0088
0.3247 0.3462 0.2383 0.1093 0.0264 -0.0130 -0.0319
0.0774 0.2383 0.3289 0.2507 0.1248 0.0264 -0.0466
-0.0270 0.1093 0.2507 0.3339 0.2507 0.1093 -0.0270
-0.0466 0.0264 0.1248 0.2507 0.3289 0.2383 0.0774
-0.0319 -0.0130 0.0264 0.1093 0.2383 0.3462 0.3247
-0.0088 -0.0319 -0.0466 -0.0270 0.0774 0.3247 0.7122
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000



格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

6 5 4 3 2 1 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 1 2 3 4 5 6

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

6 5 4 3 2 1 0
-5.0000 6 0 0 0 0 -1.0000
-4.0000 0 6 0 0 0 -2.0000
-3.0000 0 0 6 0 0 -3.0000
-2.0000 0 0 0 6 0 -4.0000
-1.0000 0 0 0 0 6 -5.0000
0 1 2 3 4 5 6

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.0774 -0.0595 -0.0417 -0.0238 -0.0060 0.0119 -0.0298
0.0595 0.1190 -0.0357 -0.0238 -0.0119 0.0000 -0.0119
0.0417 -0.0357 0.1369 -0.0238 -0.0179 -0.0119 0.0060
0.0238 -0.0238 -0.0238 0.1429 -0.0238 -0.0238 0.0238
0.0060 -0.0119 -0.0179 -0.0238 0.1369 -0.0357 0.0417
-0.0119 0.0000 -0.0119 -0.0238 -0.0357 0.1190 0.0595
-0.0298 0.0119 -0.0060 -0.0238 -0.0417 -0.0595 0.0774

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果

0.4643 0.3571 0.2500 0.1429 0.0357 -0.0714 -0.1786
0.3571 0.2857 0.2143 0.1429 0.0714 0.0000 -0.0714
0.2500 0.2143 0.1786 0.1429 0.1071 0.0714 0.0357
0.1429 0.1429 0.1429 0.1429 0.1429 0.1429 0.1429
0.0357 0.0714 0.1071 0.1429 0.1786 0.2143 0.2500
-0.0714 0.0000 0.0714 0.1429 0.2143 0.2857 0.3571
-0.1786 -0.0714 0.0357 0.1429 0.2500 0.3571 0.4643
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000



主桁8本の分配係数

格子剛度が有限値の場合
格子剛度 Ｚ＝ 10
耳桁剛比 Ｊ１＝ 1

耳桁剛比 Ｊ８＝ 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

7 6 5 4 3 2 1 0
0 72 115 128 117 88 47 0
0 115 200 232 216 164 88 0
0 128 232 288 279 216 117 0
0 117 216 279 288 232 128 0
0 88 164 216 232 200 115 0
0 47 88 117 128 115 72 0
0 1 2 3 4 5 6 7

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

7 6 5 4 3 2 1 0
-60.0000 142 115 128 117 88 47 -10.0000
-50.0000 115 270 232 216 164 88 -20.0000
-40.0000 128 232 358 279 216 117 -30.0000
-30.0000 117 216 279 358 232 128 -40.0000
-20.0000 88 164 216 232 270 115 -50.0000
-10.0000 47 88 117 128 115 142 -60.0000
0 1 2 3 4 5 6 7

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.1017 -0.0046 -0.0011 0.0004 0.0007 0.0005 0.0002 0.0006
0.0464 0.0093 -0.0034 -0.0015 -0.0004 0.0001 0.0002 -0.0020
0.0111 -0.0034 0.0096 -0.0035 -0.0017 -0.0005 0.0001 -0.0047
-0.0038 -0.0015 -0.0035 0.0096 -0.0035 -0.0017 -0.0004 -0.0066
-0.0066 -0.0004 -0.0017 -0.0035 0.0096 -0.0035 -0.0015 -0.0038
-0.0047 0.0001 -0.0005 -0.0017 -0.0035 0.0096 -0.0034 0.0111
-0.0020 0.0002 0.0001 -0.0004 -0.0015 -0.0034 0.0093 0.0464
0.0006 0.0002 0.0005 0.0007 0.0004 -0.0011 -0.0046 0.1017

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果

0.7121 0.3249 0.0779 -0.0263 -0.0462 -0.0331 -0.0137 0.0044
0.3249 0.3456 0.2367 0.1071 0.0252 -0.0093 -0.0164 -0.0137
0.0779 0.2367 0.3251 0.2454 0.1218 0.0354 -0.0093 -0.0331
-0.0263 0.1071 0.2454 0.3265 0.2465 0.1218 0.0252 -0.0462
-0.0462 0.0252 0.1218 0.2465 0.3265 0.2454 0.1071 -0.0263
-0.0331 -0.0093 0.0354 0.1218 0.2454 0.3251 0.2367 0.0779
-0.0137 -0.0164 -0.0093 0.0252 0.1071 0.2367 0.3456 0.3249
0.0044 -0.0137 -0.0331 -0.0462 -0.0263 0.0779 0.3249 0.7121
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000



格子剛度が無限大の場合
格子剛度 Z= ∞
耳桁剛比 J1= 1
耳桁剛比 J7= 1

[Ｔ1] Ｐの係数マトリックス

7 6 5 4 3 2 1 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 2 3 4 5 6 7

[Ｔ2] Ｘの係数マトリックス

7 6 5 4 3 2 1 0
-6.0000 7 0 0 0 0 0 -1.0000
-5.0000 0 7 0 0 0 0 -2.0000
-4.0000 0 0 7 0 0 0 -3.0000
-3.0000 0 0 0 7 0 0 -4.0000
-2.0000 0 0 0 0 7 0 -5.0000
-1.0000 0 0 0 0 0 7 -6.0000
0 1 2 3 4 5 6 7

[Ｔ3]= inv[Ｔ2]：逆マトリックスの計算

0.0595 -0.0476 -0.0357 -0.0238 -0.0119 0.0000 0.0119 -0.0238
0.0476 0.1037 -0.0306 -0.0221 -0.0136 -0.0051 0.0034 -0.0119
0.0357 -0.0306 0.1173 -0.0204 -0.0153 -0.0102 -0.0051 0.0000
0.0238 -0.0221 -0.0204 0.1241 -0.0170 -0.0153 -0.0136 0.0119
0.0119 -0.0136 -0.0153 -0.0170 0.1241 -0.0204 -0.0221 0.0238
0.0000 -0.0051 -0.0102 -0.0153 -0.0204 0.1173 -0.0306 0.0357
-0.0119 0.0034 -0.0051 -0.0136 -0.0221 -0.0306 0.1037 0.0476
-0.0238 0.0119 0.0000 -0.0119 -0.0238 -0.0357 -0.0476 0.0595

[Ｔ4]= [Ｔ3]*[Ｔ1]：分配係数の計算結果

0.4167 0.3333 0.2500 0.1667 0.0833 0.0000 -0.0833 -0.1667
0.3333 0.2738 0.2143 0.1548 0.0952 0.0357 -0.0238 -0.0833
0.2500 0.2143 0.1786 0.1429 0.1071 0.0714 0.0357 0.0000
0.1667 0.1548 0.1429 0.1310 0.1190 0.1071 0.0952 0.0833
0.0833 0.0952 0.1071 0.1190 0.1310 0.1429 0.1548 0.1667
0.0000 0.0357 0.0714 0.1071 0.1429 0.1786 0.2143 0.2500
-0.0833 -0.0238 0.0357 0.0952 0.1548 0.2143 0.2738 0.3333
-0.1667 -0.0833 0.0000 0.0833 0.1667 0.2500 0.3333 0.4167
1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000
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